



















































































































































































に密接に関係している。一二大幕政改革の中、比較的順調に行われたのは享保の改革のみでこの時期に幕政批判の如、ざものが表面化すということは一寸考えられない。しかし天明末年から始められた和平楽翁公の賀政の改革期に至り公然と批判が表面化してくる。これは勿論改革 治そのものの反動向性格からして矛盾の集約化にほかならないが、その批判がいかなるものであり、い に抑圧されていったか二三の実例をあげて見る。一般 批判は調刺という形式がとられるが、かなり積極的なものもないではない。
へか）（文武）
















































































の経移を見ると、実に興味深いもの 。江戸作者部類によると『寛政二年官命ありて酒落本を禁ぜられしに 駕屋重三郎其の利を思ふの故に京伝をそそのかして、叉酒落本二一檀（一一一間）をつくらしめ其 表紙 「教訓読本」と記して三年春（寛政）正月印行したり「錦の裏」といふと「仕懸文庫 と へる申本なり。此酒落本は京伝がよくそ 趣を尽した ければ甚だしく行 れて板元の鼠余多か 、此事官命に聞えけん比年五六月頃』御各め 受くるに至る。しかもその検閲 過程を見れば、明ら に一旦は行事





項が規定される。これとて果してどの程 実掘されたものか極めて疑わしい 現在発見されている作品中におびただしい数の禁止の対象とな べ夫－ものがある。これは勿論錦絵のみならず、酒落本においてもである。殆ど公然の秘密と 出版が行わ ていた。そ 中で処罰を受けた作品について見ると、前記山東京伝の作品の他、寛政十年には式亭三馬作「辰巳婦品一一己（後にこれは名を変えて再板される）同十二年「南門鼠」、一成三楼作「婦足首」（これも後再板）等があり、特に京伝の如きは手鎖五十日というこの方面の罪としてはヒステリッグにさえ思わ 前代未聞の重刑を課され、しかも多額の罰金を併せ誤・された も特徴であろう
o
しかしいかに幕府当局の取締りが不徹底に終始したとはいえ、






に付手鎖申付る」と見え、当局の処罰の経緯と同時 交芸作品に要求していた事項をも理解できる。したがって当局と町人階級との聞には判然と相容れざるものが存在していた。しかし享保、寛政期頃に比較して当局のみなら子、町人階級の清新的な精神の次第にうすれて占けているのも事実である。寺門静軒 「江戸繁昌記」が為永春水の人情本が処罰に った天保十二年から十三年にかけて一年がかりの後相当広範囲にわたって取締りの対象となった。この作品は極めて淫雑な部分があり、かなり露骨な表現 見られ、時の有詞一り手段を可とし水野閣老の果断の情置 称揚している向さえある。しかし悲壮な決意の下に断行され の改革政治も柳亭種彦 作品たる「諺紫田舎源氏」をめぐって誠にみっともな 処置がとられ、幕末 政治 終需を思わしめる。すなわち、この作品は前代の将軍家湾公 こよなく愛読された の
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代の進行と共にその反動政策の矛盾が表面化し、特に法規の如きは「三日法度」に堕してしまう結果を招来する。 して法規の改正は原則として見られ子、雪だるま式に附加きれ疎なるも から密なるものへという極めて計画性に欠けたもの つくられてゆく、したがってこの政策 推移はそのま 幕府権力 一象徴として現われる。けれどもかような理解は大 な歴史認識の上から一面的であり、その反面これらの政策の実施上の対象たる町人階級への影響は決して無視できない すなわち政策の・進行と文 との関係である。本題の中におけるささやか 副次的収獲とし 得たものがこれであり、江戸文化殊に江戸を中心とした後期 文化に対する従来の評価はすでに再検討の段階にきているのではないかということである。
出版取締政策の研究はむしろ今のぺたように江戸文化の再検討
と併行して行われるべぎもの ろう。
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